
恵泉女学園大学 
社会人入試・生涯学習のご案内

こんな多様な
社会人が学び
始めています

●仕事で壁にぶつかったので、学び直したい。
●社会人としての経験を生かし、もう一度夢にチャレンジしたい。
●子育てが終わったので、子育てを支援する側に回りたい。
●パートナーの定年退職後は、自分のために好きなことを学びたい。
●日本語教員の資格をとって、

外国人に日本語を教えるボランティアをしたい。

恵泉女学園大学
とは

こんな大学！

●多摩市にあるアットホームな雰囲気の小規模女子大
●教育の「きめ細かさ」指標で満点獲得。全国の女子大で唯一

（朝日新聞・河合塾による全国大学調査、『朝日新聞』2017年12月12日朝刊）
●「国際性」首都圏女子大 2年連続　総合１位

（「Times Higher Education世界大学ランキング日本版」）
●「趣味の園芸 やさいの時間」の藤田智先生、
「NHKすくすく子育て」「『読売新聞』人生案内」
の大

お お ひ な た

日向雅美先生、ノーベル平和賞受賞 ICAN
の川崎哲

あきら

先生なども恵泉で教えています。

選考方法
と

入試日程
●入試日程
Ⅰ期　出願期間：12月17日㈪～1月23日㈬
　　　　試験日： 1月26日㈯
Ⅱ期 出願期間：12月17日㈪～2月14日㈭ 
　　　　試験日： 2月19日㈫

●選考方法　書類審査と面接（ペーパー試験なし）
いわゆる受験勉強は必要ありません。求められるのは、
あなたの意欲と社会人としての経験です。
推薦状はご家族の方でもOKです。

さらに知りたい方はアクセス

オープンキャンパスでは社会人向けブースで個別相談ができます。
042-376-8217（入試広報室）でも随時、個人見学・ご質問を受付けています。
どんなことでもお気軽にお尋ねください。（平日㈪～㈮　９～ 17時）

▲オープンキャンパス情報 ▲資料請求のウェブページ▲【特集】社会人入試情報

人文学部　日本語日本文化学科　英語コミュニケーション学科　
人間社会学部　国際社会学科　社会園芸学科

恵泉女学園大学
〒206-8586東京都多摩市南野2-10-1
http://www.keisen.ac.jp

新林ひさ子さん
（社会園芸学科１年）

園芸にかかわる仕事をしたい
という夢の実現のため、仕事
を辞め、恵泉を選びました。
有機農法の学びはとても新
鮮。もっともっと教養を身に
つけ、自分らしい生き方がで
きたらと思っています。

在校生の声社会人特別選抜入試　

藤田智先生 大日向雅美先生



恵泉女学園大学　〒206-8586東京都多摩市南野2-10-1
編入学試験・同窓生入試・大学院入試：入試広報室 042-376-8217 nyushi@keisen.ac.jp

科目等履修生制度：教務課　042-376-8214

公開講座：研究機構事務室　042-376-8332

アクセス方法：京王線・小田急線・多摩モノレール線「多摩センター駅」下車、スクールバス約 8分

シャープ茜さん
（平和学研究科平和学専攻1年）

大学卒業後に社会に出て仕
事をして、家庭を持って、
子育てをしている今だから
こそ気づけたことがたくさ
んありました。
その視点を持ちながら平和
について学ぶことはとても
楽しいです。

編入学
３年生として編入学し、２年間で
卒業が可能です。

出願期間
11月7日㈬～11月14日㈬

試験日
11月17日㈯

科目等
履修生

公開講座

大学の正規授業から好きなものを
選んで受講し、単位を取得できます。

出願期間
３月１日㈮～３月29日㈮
※秋学期開講科目の出願は
2019 年８月～。

性別を問わず社会人向けの特別
講座を受講し、教養を身につけ
られます。

申し込み方法
春期と秋期の講座があり、それ
ぞれ３月と８月に募集が始まり
ます。

社会人としての経験を専門的に
深め、次のステップに進みたい
方むけです。

２月入試の出願期間
２月１日㈮～２月13日㈬

試験日
２月16日㈯

大学院

4年間で学ぶ社会人入学以外にも、
社会人向けの多彩なメニューを用意しました！

「大学院説明会」を
12月13日に実施します
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恵泉女学園同窓生の皆さまへ！
同窓生推薦入試制度のお知らせ

●恵泉のことをよくご存じの同窓生の皆さまに、恵泉に向いている方を推薦していただく
入試制度です。推薦していただく受験生は親族に限らずどなたでも構いません。
●選考は推薦書のほか、調査書、面接などで行われます。
●姉妹が在学生の場合は、入学金が半額になります。

Ⅰ期＝出願期間11月 7日㈬～11月14日㈬― 試験日11月17日㈯
Ⅱ期＝出願期間11月12日㈪～12月11日㈫― 試験日12月14日㈮

http://www.keisen.ac.jp
資料請求・各お問い合わせ先

社会人大学院生の声


